
単体レバレッジ比率の構成に関する開示　（三菱UFJ銀行） （単位：百万円、％）

国際様式
 （表　1）
の該当番
号

項　　　目 2020年3月末 2019年12月末

 オン・バランス資産の額

調整項目控除前のオン・バランス資産の額 213,959,247    203,821,088    

1a  1 貸借対照表における総資産の額 239,727,890    221,909,925    

1b  3
貸借対照表における総資産の額から控除される調整項目以外の資産の
額  （△）

25,768,642      18,088,836      

 7 Tier1 資本に係る調整項目の額  （△） 580,437           559,445           

オン・バランス資産の額                                                                    （イ） 213,378,809    203,261,643    

 デリバティブ取引等に関する額

デリバティブ取引等に関するRCの額に1.4 を乗じた額 - -

デリバティブ取引等に関する再構築コストの額 2,706,621        1,635,718        

デリバティブ取引等に関するPFE の額に1.4を乗じた額 - -

デリバティブ取引等に関するアドオンの額 3,767,250        3,654,477        

デリバティブ取引等に関連して現金で差し入れた証拠金の対価の額 2,040,586        1,641,053        

貸借対照表から控除されているデリバティブ取引等に関連して差し入れ
た担保の対価の額

- -

貸借対照表から控除されているデリバティブ取引等に関連して現金で差
し入れた証拠金の対価の額

28,326             16,217             

デリバティブ取引等に関連して現金で差し入れた変動証拠金の対価の
額のうち控除する額  （△）

-                       -                       

清算会員である銀行が補償を義務付けられていない顧客とのトレード・エ
クスポージャーの額  （△）

クレジット・デリバティブのプロテクションを提供した場合における調整後
想定元本の額

221,622           227,946           

クレジット・デリバティブのプロテクションを提供した場合における調整後
想定元本の額から控除した額 （△）

69,651             70,118             

 4 デリバティブ取引等に関する額                                                       （ロ） 8,694,756        7,105,294        

 レポ取引等に関する額

レポ取引等に関する資産の額 9,890,347        4,456,912        

レポ取引等に関する資産の額から控除した額 （△） -                       -                       

レポ取引等に関するカウンターパーティ・リスクのエクスポージャーの額 373,266           533,595           

代理取引のエクスポージャーの額

 5 レポ取引等に関する額                                                                    （ハ） 10,263,613      4,990,508        

 オフ・バランス取引に関する額

オフ・バランス取引の想定元本の額 57,876,128      60,512,886      

オフ・バランス取引に係るエクスポージャーの額への変換調整の額 （△） 35,382,391      36,681,527      

 6 オフ・バランス取引に関する額                                                         （ニ） 22,493,737      23,831,358      

 単体レバレッジ比率

資本の額                                                                                           （ホ） 10,254,608      11,792,195      

 8 総エクスポージャーの額 （（イ）＋（ロ）＋（ハ）＋（ニ））                    　（へ） 254,830,917    239,188,804    

単体レバレッジ比率 （（ホ）／（へ）） 4.02% 4.93%

国際様式
 （表　2）
の該当番
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※企業会計基準第30号「時価の算定に関する会計基準」及び企業会計基準適用指針第31号「時価の算定に関する会計基準の適用指

針」の遡及適用により、2019年度期首以降の利益剰余金が変更となりますが、2019年12月末の計数に当該変更は反映しておりません。
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前四半期の単体レバレッジ比率との間に著しい差異を生じた原因
単体レバレッジ比率の低下は、利益剰余金やその他有価証券評価差額金の減少等に伴う資本の額の減少に加え、現金預け金や有価証
券を中心としたオン･バランス資産の増加により、総エクスポージャーの額が増加したことによるもの。


